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本製品を安全に正しくご使用いただくためにこの取扱説明書をよく 

お読みになり、内容を理解された上でご使用ください。 

また本取扱説明書を大切に保管され保守、点検時にご活用ください。 
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取扱説明書変更履歴 

 

バージョン 日  付 変更内容 

EUNGLN1-801A 

（Ｖ－１．０） 
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ご注意 

n 本書の内容に関しましては将来予告なしに変更することがあります。 

n 本書の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。 

n 本書の内容に関しまして誤りや記載もれなどお気付きの点がございましたら、お手数ですが

弊社までお知らせください。 
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はじめに 

このたびは本ｼｽﾃﾑ機器をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。 

正しくご使用いただくためにこの取扱説明書をよくお読みください。 

 

 

安全にまた正しくお使いいただくために 

！ 注意  
  l 本製品は必ず仕様範囲内でお使いください。仕様は６ページに記載してあります。 

  l 配線作業を行うときは必ず電源を切ってください。 

  l 本ｼｽﾃﾑ機器と接続する電源はDC24V安定化電源をご使用ください。 

  l 伝送ﾗｲﾝ（Ｄ、Ｇﾗｲﾝ）や入出力ﾗｲﾝは高圧線や動力線と離してご使用ください。 

  l 伝送路１系統につき１本のｷｬﾌﾟﾀｲﾔｹｰﾌﾞﾙを割り当ててご使用ください。複数の系統を 

  多芯ｹｰﾌﾞﾙでまとめて送信するとｸﾛｽﾄｰｸにより機器が誤動作します。 

  l 誤配線はﾄﾗﾌﾞﾙの原因となります。接続用端子の信号表示にあわせて接続してください。 

  l 伝送ﾗｲﾝ（Ｄ、Ｇﾗｲﾝ）の総延長は伝送スピード設定によって異なります（200mから2000m）。

InputﾀｰﾐﾅﾙやOutputﾀｰﾐﾅﾙに接続されるｾﾝｻやﾗﾝﾌﾟ、ｺｲﾙなどの消費電力が大きい場合 

    電源ﾗｲﾝの電圧降下が大きくなり機器が誤動作することがあります。このような場合には 

    分散配置されたﾀｰﾐﾅﾙで24Vとなるよう電源を分散配置してください。 

  l 本製品に接続できるUNILINEﾀｰﾐﾅﾙは64ﾕﾆｯﾄまでです。 

  l 静電気や衝撃などに十分注意してお取り扱いください。 

  ● 伝送ﾃﾞｰﾀをｺｰﾄﾞとして扱われる場合は本ｼｽﾃﾑの伝送方式上次のような問題がありますので 

  ご注意くださいますようお願いいたします。 

 

入力の場合、UNILINE製品では1ﾊﾞｲﾄ単位でﾃﾞｰﾀを更新していますが、二重照合をﾊﾞｲﾄ単位で

はなく1ﾋﾞｯﾄ毎に行っておりますので、厳密にはﾊﾞｲﾄ単位のﾃﾞｰﾀ保証はできません。 
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保証について 

 本製品の保証は日本国内で使用する場合に限ります。 

l 保証期間 

納入品の保証期間はご注文主のご指定場所に納入後１ヶ年とします。 

l 保証範囲 

上記保証期間中に本取扱説明書に従った製品使用範囲内の正常な使用状態で故障を生じた場

合は、その機器の故障部分の交換または修理を無償で行います。 

ただし、次に該当する場合はこの保証の範囲から除外させていただきます。 

(1) 需要者側の不適当な取り扱い、ならびに使用による場合。 

(2) 故障の原因が納入者以外の事由による場合。 

(3) 納入者以外の改造または修理による場合。 

(4) その他、天災、災害等で納入者の責にあらざる場合。 

ここでいう保証は納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される損害

はご容赦いただきます。 

 

l 有償修理 

保証期間後の調査および修理は全て有償となります。また保証期間中においても、上記保証

範囲外の理由による故障の修理および故障の原因調査（保証範囲の場合を除く）は有償にて

お受け致します。修理に関するご依頼はお買い上げの販売店にお申しつけください。 

 

l 部品のご注文、お問い合わせ 

製品の故障、部品のご注文、その他お問い合わせの節は、次の事項をお買い上げの販売店ま

で詳しくご連絡ください。 

(1) 型式 

(2) 製造ロット番号 

(3) 不具合の内容、配線図等 
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１ 特  長 

本製品はUNILINEとEthernetを接続するための装置（ｹﾞｰﾄｳｪｲ）です。 

UNILINEの入出力機器をEthernetを中継して使用することが出来ます。 

UNILINEのｾﾝﾄﾞ機能、Ethernet通信機能を持っています。 

UNG-LN1は入力128点、出力128点が本機同士で1:1に自動接続されます。 

UNILINE側は分岐配線をしても断線検知が可能です。 

 

２ 仕  様 

 

2.1 一般仕様 

 

使 用 周 囲 温 度 0℃～＋55℃ 

保 存 温 度 －20℃～＋70℃ 

使 用 湿 度 35％～85％RH（結露なきこと） 

雰 囲 気 腐食性ガスや可燃性ガスなきこと 

電 源 電 圧 24V＋15%-10% 

消 費 電 力 8Wmax. 

耐 ノ イ ズ 1,200Vp-p,ﾊﾟﾙｽ幅1μs 

接触/4kV (IEC1000-4-2 Level 2) 耐 静 電 気 

気中/8kV (IEC1000-4-2 Level 3) 

絶 縁 抵 抗 外部端子と外箱間 20MΩ以上 

耐 電 圧 外部端子と外箱間 AC1000V 1分間 

耐 振 動 10～55Hz複振幅0.5mm (JIS C0040準拠) 

耐 衝 撃 100m/s2  (JIS C0041準拠) 

接 地 D種接地（旧 第3種接地） 

取 付 方 法 35mmDINﾚｰﾙ 

 

2.2 性能仕様 

 

UNILINE側 

Ｉ / Ｏ 点 数 256点（入力128点/出力128点） 

U N I L I N E ポ ー ト １ポート（64アドレス Max．） 

伝 送 方 式 双方向時分割多重伝送方式 

伝 送 手 順 UNILINEﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

伝 送 距 離 総延長  200ｍ～2000ｍ（速度設定により異なる） 

リフレッシュサイクル

タ イ ム 

9.3ms～74.4ms（速度設定により異なる） 

伝 送 遅 れ 時 間 34.9ms～417.8ms（速度設定により異なる,UNILINE部分のみ） 

リレー接点開閉容量 2A - DC30V / 0.5A - DC110V / 0.5A - AC125V 

そ の 他 伝送線Ｄ－Ｇ間、Ｄ－２４Ｖ間の短絡検知、保護 

伝送線の断線検知、 

UNG-LN1に供給される24V電圧が19Ｖ以下で伝送停止 
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Ethernet 側 

E t h e r n e t 規 格 IEEE 802.3/IEEE802.3u準拠 

デ ー タ 転 送 速 度 10Mbps/100Mbps自動認識 

E t h e r n e t ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾌ ｪ ｲ ｽ RJ45ｺﾈｸﾀ(10BASE-T,100BASE-TX) 

通 信 方 式 Full/Half Duplex(自動切替) 

ポ ー ト 数 1ﾎﾟｰﾄ 

10BASE-T ｶﾃｺﾞﾘ3,4または5 UTPｹｰﾌﾞﾙ （最長100m） ケ ー ブ ル サ ポ ー ト 

100BASE-TX ｶﾃｺﾞﾘ5(E) UTPｹｰﾌﾞﾙ （最長100m） 

サポートプロトコル UDP/IP 

I Pアドレス設定範囲 192.168.251.1～254 

サ ブ ネ ッ ト マ ス ク 255.255.255.0 

デ フ ォ ル ト     

ゲ ー ト ウ ェ イ 

設定無し 

 

工場出荷時設定では IPｱﾄﾞﾚｽの 4桁目だけ自由に設定できます（ｽｲｯﾁは16進数）。異なる値（IP 

ｱﾄﾞﾚｽ範囲、ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ、ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ）を使用されたいときは弊社にお問い合わせください。 

 

３ 外形寸法図 
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４ 各部名称、ＬＥＤ表示およびリレー接点について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 各部名称 

 

IPｱﾄﾞﾚｽ設定ｽｲｯﾁ － IPｱﾄﾞﾚｽを設定します。 

(192.168.251.** ； **は 16 進数) 

MODEｽｲｯﾁ － UNILINE 伝送速度、Ethernet 通信の 

ﾃﾞｰﾀ送信間隔時間を設定します。 

ｻｲｼﾞﾝｸﾞｽｲｯﾁ － SET LED が光るまで押すとｻｲｼﾞﾝｸﾞ動作 

を開始します。 

UNILINE用ｺﾈｸﾀ － 着脱可能端子台です。 

(MC1.5/7-ST-3.81 ; PHOENIX CONTACT社製 付属品) 

(0.14-1.5m ㎡、AWG28-16) 

READYﾘﾚｰ接点 － UNILINE 伝送正常時 ON（導通）、 

異常時 OFF（非導通）です。DC24V が供給 

   されていない時は OFF（非導通）です。 

 

 

LAN （黄） －Ethernet 正常受信時約 2 秒間点灯します。通常は点滅です｡ 

ＳＹＮＣ （緑）－UNILINE 伝送波形を送信中であれば点滅します｡伝送異常時は消灯します｡ 

ＰＯＷ （緑）  － DC24V が供給されると点灯します。 

ＳＥＴ （橙）   － サイジング動作中点灯します。 

ＥＲＲ （赤）－ 本ｼｽﾃﾑの伝送ﾗｲﾝに異常がある場合点灯または点滅します。 

点灯状態 主な原因 

遅い点滅 D－G 間短絡。 

点灯 D、Gﾗｲﾝの断線。またはターミナルに電源が供給されていない。 

速い点滅 UNG-LN1に供給されているＤ－２４Ｖ間短絡。電圧低下検知時（19V以下）。 

 （速い点滅とは0.4秒周期の点滅を言い、遅い点滅とは0.8秒周期の点滅をいいます。） 

点灯状態 主な原因 

ERR、 

SET、SYNC 

が点灯 

Dﾗｲﾝが低ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽの物体と接触している。または、ｱﾄﾞﾚｽ256 以上の入力

がある。この異常が起こった場合、UNILINE 伝送信号の信頼性が失われま

すので誤動作の保護としてｼｽﾃﾑを即時停止させます｡ 

 

10、100BASE LED － Ethernet 通信状態を示します｡ 

ＬＥＤ 発光色、通信状態 意味 

10,100BASE LED OFF Ethernet 接続なし 

10BASE LED 橙点灯 10BASE-T Half Duplex 接続 

10BASE LED 橙点滅 10BASE-T Half Duplex 通信中 

10BASE LED 緑点灯 10BASE-T Full Duplex 接続 

10BASE LED 緑点滅 10BASE-T Full Duplex 通信中 

100BASE LED 橙点灯 100BASE-T Half Duplex 接続 

100BASE LED 橙点滅 100BASE-T Half Duplex 通信中 

100BASE LED 緑点灯 100BASE-T Full Duplex 接続 

100BASE LED 緑点滅 100BASE-T Full Duplex 通信中 
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５ 接続について 

UNILINEﾎﾟｰﾄは脱着の容易なｺﾈｸﾀ端子になっています。 

(MC1.5/7-ST-3.81 ; PHOENIX CONTACT社製 付属品,0.14-1.5m㎡、AWG28-16) 

Ｄ 伝送線です。ﾀｰﾐﾅﾙのＤと接続します。 

Ｇ 伝送線です。ﾀｰﾐﾅﾙのＧと接続します。 

２４Ｖ 

０Ｖ 

ＤＣ２４Ｖの安定化電源を接続してください。 

 

ＦＧ ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ 

 ﾘﾚｰ接点です｡ 

UNILINE 伝送正常時 ON（導通）、異常時 OFF（非導通）です 

Ｄ、ＧはそれぞれﾀｰﾐﾅﾙのＤ、Ｇと接続してください。（各ﾕﾆｯﾄの取扱説明書を参照ください） 

ﾀｰﾐﾅﾙの接続台数は最大64台です。 

！ 注意  
 l 多芯ｹｰﾌﾞﾙで複数の伝送線（Ｄ、Ｇ）をまとめて送らないでください。まとめて送ると 
  ｸﾛｽﾄｰｸにより機器が誤動作します。 

１ﾎﾟｰﾄに１本の伝送線（02 仕様 0.5mm2 以上、05,10 仕様 1.25mm2 以上、20 仕様 2mm2）と

してください。 

D
G

D
G

D

D
G

G

 
 l ｹｰﾌﾞﾙによる電圧降下にご注意ください。電圧降下により機器が誤動作します。電圧降下
が大きい場合はﾀｰﾐﾅﾙ側で電源を供給してください。（ﾛｰｶﾙ電源） 

 l ｺﾈｸﾀ端子に接続する線は半田あげしないでください。線がゆるみ接触不良の原因となり
ます。 

 l UNG-LN1 に供給される 24V 電圧が 19V 以下になると伝送を停止します。 
 

 

D

24V
0V

UNG-LN1UNG-LN1

一括電源の場合

各種入出力ユニット
UNILINE

0V
24V
G
D

GD 24V FG0V

24V

各種入出力ユニット
UNILINE

0V

D

0V
24V
G

0V

ローカル電源の場合

24V

各種入出力ユニット
UNILINE

0V

D
G

24V

D FG24VG 0V

24V
0V

各種入出力ユニット
UNILINE G
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６ 伝送速度・通信速度・IPｱﾄﾞﾚｽ設定 

6.1 UNILINE伝送速度設定 

MODEｽｲｯﾁ（ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ）によりUNILINE 伝送速度を設定します。設定ｽｲｯﾁ3,4 を用います。 

 

UNILINE 伝送速度設定  

設定スイッチ 仕様名 

 

伝送速度/距離伝送 

 ３ ４ 

02仕様（標準） 29.4kbpS/200m × × 

05 仕様 14.7kbpS/500m ○ × 

10 仕様 7.35kbpS/1000m × ○ 

20 仕様 3.68kbpS/2000m ○ ○ 

 

 

○；ON 

×；OFF 

 

仕様により通信距離、伝送速度が変わります。本製品に接続される全 UNILINEﾀｰﾐﾅﾙは伝送速

度設定を同じにしてください。異なる場合正常に通信できなくなります。 

 

6.2 Ethernet通信速度設定 

MODEｽｲｯﾁ（ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ）によりEthernet 通信のﾃﾞｰﾀ送信間隔時間を設定します。 

設定ｽｲｯﾁ1,2 を用います。 

 

Ethernet 通信のﾃﾞｰﾀ送信間隔時間設定 

設定スイッチ 速度 

１ ２ 

100ms × × 

200ms ○ × 

500ms × ○ 

1000ms ○ ○ 

  

 

○；ON 

×；OFF 

 

本製品は UDP/IP によるｺﾈｸｼｮﾝﾚｽ通信によりﾃﾞｰﾀの送受信を行います。 
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6.3 IPｱﾄﾞﾚｽ設定とUNILINE入出力の割り付け 

IPｱﾄﾞﾚｽ設定ｽｲｯﾁ（ﾛｰﾀﾘｰｽｲｯﾁ）によりIPｱﾄﾞﾚｽを設定します。 

168.251.＊＊ （＊＊は 16 進数で割当てます。設定範囲は 192.168.251.1～254） 

自動ﾘﾝｸ機能は隣り合った IPｱﾄﾞﾚｽ同士で行われます。そして4 桁目の数字の関係は 

奇数＜偶数 となります。 

（IPｱﾄﾞﾚｽ192.168.251.5 に対して IPｱﾄﾞﾚｽ192.168.251.6 がﾘﾝｸされます。 

IPｱﾄﾞﾚｽ192.168.251.6 に対して IPｱﾄﾞﾚｽ192.168.251.7 はﾘﾝｸされません。) 

 

また、本製品は IPｱﾄﾞﾚｽ設定に応じて UNILINE の入出力ｱﾄﾞﾚｽの割り付けが決定されます。 

 

IPｱﾄﾞﾚｽの＊＊が奇数番号 IPｱﾄﾞﾚｽの＊＊が偶数番号 

UNILINEｱﾄﾞﾚｽ 0～127 出力 UNILINEｱﾄﾞﾚｽ 0～127 入力 

UNILINEｱﾄﾞﾚｽ 128～255 入力 UNILINEｱﾄﾞﾚｽ 128～255 出力 

 

本製品に付属のﾗﾍﾞﾙをｹｰｽまたは設置場所の近くに貼っておくと便利です｡ 

 

 

 

 

 

 

  図 6.3 付属ﾗﾍﾞﾙ 

付属ﾗﾍﾞﾙは 2 枚同梱しています。（1 枚は予備） 

必要項目に記入の上ご使用ください｡ 
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７ 監視機能について 

概要 

UNILINEのﾀｰﾐﾅﾙは固有のＩＤ番号（識別番号、以下ＩＤ）を持ち UNG-LN1から送られたＩＤ 

に対し、そのＩＤをもつﾀｰﾐﾅﾙが応答を返すことにより断線検知とﾀｰﾐﾅﾙの存在確認をしています。 

これにより分岐配線を行った場合の断線検知が可能になっています。 

UNG-LN1 はｻｲｼﾞﾝｸﾞ操作（後述）によりその時接続されているﾀｰﾐﾅﾙのＩＤをEEPROM（不揮発性 

ﾒﾓﾘ）に記憶します。この情報は電源を切っても記憶されています。 

次に登録されたＩＤを順次送り出しそれにたいする応答が無ければ断線として ERR LED により

表示し,READY ﾘﾚｰ接点を OFF します。 

 

7.1 ｻｲｼﾞﾝｸﾞ 

接続されているﾀｰﾐﾅﾙのＩＤを UNG-LN1 の EEPROM に記憶させることをｻｲｼﾞﾝｸﾞと呼びます。 

 

ｻｲｼﾞﾝｸﾞ手順 

①ﾀｰﾐﾅﾙが全て正常に動作していることを確認してください。 

②SETｽｲｯﾁを 3 秒以上押下すれば SET LED が点灯しｻｲｼﾞﾝｸﾞが始まります｡ｻｲｼﾞﾝｸﾞ中は 

READYﾘﾚｰ接点が OFF になり Ethernetﾃﾞｰﾀ送受信はｻｲｼﾞﾝｸﾞをする直前のﾃﾞｰﾀを保持し 

続けます。数秒間点灯して消灯に変わればＩＤの記憶が完了し READYﾘﾚｰ接点が ON して 

ETHERNETﾃﾞｰﾀ送受信を開始し正常動作を行います｡ 

 

7.2 監視動作 

登録されたＩＤを順次送り出しそれに対する応答が無ければ断線として ERR LED により表

示します。 

この異常情報は電源を切るかｴﾗｰﾘｾｯﾄするまで保持しています。 

 

 

！ 注意  
 l ｻｲｼﾞﾝｸﾞ操作は必ず行ってください。 
その時接続されている全てのﾀｰﾐﾅﾙが通電状態で正常動作をしていることを確認してく 

  ださい。ｻｲｼﾞﾝｸﾞが正しく行われないと監視機能が有効にならず断線検知ができません。 

 l ﾀｰﾐﾅﾙを追加したり取り除いた場合、ｱﾄﾞﾚｽを変更した場合には必ずｻｲｼﾞﾝｸﾞ操作を行って
ください。 
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約3ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑ 

８ UNILINEのﾃﾞｰﾀ同期方式について 

UNILINEﾀｰﾐﾅﾙのﾃﾞｰﾀ同期方式はﾋﾞｯﾄ処理とﾌﾚｰﾑ処理の2種類あります。 

下記にそれぞれの特徴をまとめます。 

8.1 ﾋﾞｯﾄ処理 

ﾋﾞｯﾄ処理ではﾀｰﾐﾅﾙはUNILINE伝送信号上の各占有ｱﾄﾞﾚｽﾋﾞｯﾄに同期してﾃﾞｰﾀ入出力処理を 

行います。 

8.2 ﾌﾚｰﾑ処理 

ﾌﾚｰﾑ処理ではﾀｰﾐﾅﾙはUNILINE伝送信号上のチェック部でﾃﾞｰﾀ入力処理を行い、ｽﾀｰﾄ部で 

ﾃﾞｰﾀ出力処理を行います。 

 

９ 伝送所要時間について 

本製品のUNILINEの伝送部分での所用時間を以下に述べます。ﾀｰﾐﾅﾙはﾋﾞｯﾄ処理、ﾌﾚｰﾑ処理 

を選択できますのでどちらを選ぶかによって所要時間が変わります。 

9.1 ﾋﾞｯﾄ処理 

9.1.1 入力の場合 

本製品は二重照合とEthernet側へﾃﾞｰﾀを渡すまで約1ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑを要するため、UNI 

LINEの伝送部で最短で約2ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑ、最長で約3ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑの伝送時間を必要

とします。 

2ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑ以下の信号の場合にはﾀｲﾐﾝｸﾞによっては捉えられない場合があります。 

また、1ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑより短い入力信号は捉えられませんのでご注意ください。 

 

 

 最短時   －－＋－◎－－－－－－－－－＋－◎－－－－－－－－－＋－－－ 

                ▲                          △                ＊ 

          Inputﾀｰﾐﾅﾙの入力変化        入力ﾃﾞｰﾀ更新 

 

 

 最長時   －－＋－◎－－－－－－＋－◎－－－－－－＋－◎－－－－－－＋－◎－ 

                   ▲                                  △           ＊ 

            Inputﾀｰﾐﾅﾙの入力変化            入力ﾃﾞｰﾀ更新 

 

＋ --- UNILINE伝送のｽﾀｰﾄ部 

◎ --- 入力の読込みﾀｲﾐﾝｸﾞ 

▲ --- Inputﾀｰﾐﾅﾙの入力変化 

△ --- 入力ﾃﾞｰﾀ更新 

＊ --- Ethernet側へﾃﾞｰﾀを渡すﾀｲﾐﾝｸﾞ 

 

9.1.2 出力の場合 

Outputﾀｰﾐﾅﾙ側で二重照合を行っているので最長約2ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑの伝送時間を必要と

します。 

 

約 2ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑ 
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約4ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑ 

9.2 ﾌﾚｰﾑ処理 

9.2.1 入力の場合 

InputﾀｰﾐﾅﾙがUNILINEの伝送上のﾁｪｯｸ部で入力ﾃﾞｰﾀを更新し、二重照合とEthernet側へﾃﾞｰ 

ﾀを渡すまで約1ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑを要しますので、UNILINEの伝送部で最短で約2ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸ

ﾙﾀｲﾑ、最長で約4ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑの伝送時間を必要とします。 

2ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑ以下の信号の場合にはﾀｲﾐﾝｸﾞによっては捉えられない場合があります。 

また、1ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑより短い入力信号は捉えられませんのでご注意ください。 

 

 

 最短時   －－□＋◎－－－－－－－－－□＋◎－－－－－－－－－□＋－－－ 

             ▲                           △                  ＊ 

          Inputﾀｰﾐﾅﾙの入力変化        入力ﾃﾞｰﾀ更新 

 

 

 最長時   －－□＋－－－－□＋－－－－◎□＋－－－－◎□＋－－－－◎□＋－－ 

               ▲                                   △               ＊ 

            Inputﾀｰﾐﾅﾙの入力変化            入力ﾃﾞｰﾀ更新 

 

＋ --- UNILINE伝送のｽﾀｰﾄ部 

□ --- UNILINE伝送のﾁｪｯｸ部 

◎ --- 入力の読込みﾀｲﾐﾝｸﾞ 

▲ --- Inputﾀｰﾐﾅﾙの入力変化 

△ --- 入力ﾃﾞｰﾀ更新 

＊ --- Ethernet側へﾃﾞｰﾀを渡すﾀｲﾐﾝｸﾞ 

 

9.2.2 出力の場合 

Outputﾀｰﾐﾅﾙ側で二重照合を行っているので最長約2ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑの伝送時間を必要 

とします。 

 

9.3 ﾃﾞｰﾀ伝送所要時間について 

9.3.1 ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙ時間について 

本製品のUNILINEの伝送部分でのﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙは次のようになります｡ 

 

ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑ[ms] 伝送速度仕様 

32点 64点 128点 256点 512点 

02仕様 

(伝送距離200m) 

1.8 2.9 5.1 9.5 18.3 

05仕様 

(伝送距離500m) 

3.5 5.7 10.1 18.8 36.3 

10仕様 

(伝送距離1000m) 

6.8 11.1 19.6 36.9 71.3 

20仕様 

(伝送距離2000m) 

13.5 22.2 39.6 74.3 144.1 

 

 

約 2ﾘﾌﾚｯｼｭｻｲｸﾙﾀｲﾑ 
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9.3.2 合計の伝送所要時間について 

本製品は一組の1:1自動ﾘﾝｸとして相手先と繋がります｡ﾃﾞｰﾀの流れは 

 

UNG-LN1（ﾀｰﾐﾅﾙ入力）→ Ethernet → UNG-LN1（ﾀｰﾐﾅﾙ出力） 

 

よって、合計の伝送所要時間は表の様になります｡ 

（tUDP:Ethernet 通信のﾃﾞｰﾀ送信間隔時間、MODE設定ｽｲｯﾁで設定する） 

単位：ms 

UNILINE端末がﾋﾞｯﾄ処理の場合の伝送所要時間 

伝送所要時間[ms] 伝送速度仕様 

32点 64点 128点 256点 512点 

02仕様 

(伝送距離200m) 

   3.6～ 

5.4+tUDP 

5.8～ 

8.7+tUDP 

10.2～ 

15.3+tUDP 

19.0～ 

28.5+tUDP 

36.6～ 

54.9+tUDP 

05仕様 

(伝送距離500m) 

7.0～ 

10.5+tUDP 

11.4～ 

17.1+tUDP 

20.2～ 

30.3+tUDP 

37.6～ 

56.4+tUDP 

72.6～ 

108.9+tUDP 

10仕様 

(伝送距離1000m) 

13.6～ 

20.4+tUDP 

22.2～ 

33.3+tUDP 

39.2～ 

58.8+tUDP 

73.8～ 

110.7+tUDP 

142.6～ 

213.9+tUDP 

20仕様 

(伝送距離2000m) 

27.0～ 

40.5+tUDP 

44.4～ 

66.6+tUDP 

79.2～ 

118.8+tUDP 

148.6～ 

222.9+tUDP 

288.2～ 

432.3+tUDP 

 

UNILINE端末がﾌﾚｰﾑ処理の場合の伝送所要時間 

伝送所要時間[ms] 伝送速度仕様 

32点 64点 128点 256点 512点 

02仕様 

(伝送距離200m) 

   3.6～ 

7.2+tUDP 

5.8～ 

11.6+tUDP 

10.2～ 

20.4+tUDP 

19.0～ 

38.0+tUDP 

36.6～ 

73.2+tUDP 

05仕様 

(伝送距離500m) 

7.0～ 

14.0+tUDP 

11.4～ 

22.8+tUDP 

20.2～ 

40.4+tUDP 

37.6～ 

75.2+tUDP 

72.6～ 

145.2+tUDP 

10仕様 

(伝送距離1000m) 

13.6～ 

27.2+tUDP 

22.2～ 

44.4+tUDP 

39.2～ 

78.4+tUDP 

73.8～ 

147.6+tUDP 

142.6～ 

285.2+tUDP 

20仕様 

(伝送距離2000m) 

27.0～ 

54.0+tUDP 

44.4～ 

88.8+tUDP 

79.2～ 

158.4+tUDP 

148.6～ 

297.2+tUDP 

288.2～ 

576.4+tUDP 
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10 ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

10.1 Ethernet側 

 

LAN LED が点滅する場合 

10BASE LED,100BASE LED が

消灯したまま変化しない 

以下の項目を点検後、不具合を修正し本製品を再起動して

ください。 

• 電源が投入されているか。 
• LANｹｰﾌﾞﾙが正しく接続されているか。 

10BASE LED,100BASE LED が

点灯または点滅しているが、

LAN LED が点滅したまま 

IPｱﾄﾞﾚｽの設定を確認してください。本製品はLANについて

自動ﾘﾝｸしますが、ﾙｰﾙがあります。IPｱﾄﾞﾚｽの設定について

は8項 6.3を参照してください。 

対となる IPｱﾄﾞﾚｽを持つ本製品

同士で、片方の製品だけの

LAN LED が点滅している時 

もしくは消灯したまま変化し

ない 

以下の項目を点検後、不具合を修正し本製品を再起動して

ください。 

• LAN LED が点滅している製品の IPｱﾄﾞﾚｽと同じｱﾄﾞﾚｽを持
っている機器が同じﾈｯﾄﾜｰｸ内に接続されていないか。 

• LANｹｰﾌﾞﾙが正しく配線されているか。 
• 電源ｹｰﾌﾞﾙ、電源が正しく配線,設定されているか。 
• 周囲にﾉｲｽﾞを発生させる機器がある場合は、HUBや通信ｹ
ｰﾌﾞﾙにﾉｲｽﾞ対策を行ってください。 

対となる IPｱﾄﾞﾚｽを持つ本製品

同士で、両方の製品共にLAN  

LED が点滅している時 

以下の項目を点検後、不具合を修正し本製品を再起動して

ください。 

• LAN LED が点滅している製品の IPｱﾄﾞﾚｽと同じｱﾄﾞﾚｽを持
っている機器が同じﾈｯﾄﾜｰｸ内に接続されていないか。 

• LANｹｰﾌﾞﾙが正しく配線されているか。 
• LANｹｰﾌﾞﾙが断線していないか。 
• 電源ｹｰﾌﾞﾙ、電源が正しく配線,設定されているか。 
• 周囲にﾉｲｽﾞを発生させる機器がある場合は、HUBや通信ｹ
ｰﾌﾞﾙにﾉｲｽﾞ対策を行ってください。 

• 対となる本製品同士の接続をﾙｰﾀｰが中継しているなら、 
ﾙｰﾀｰの設定で設定IPｱﾄﾞﾚｽを使用禁止にしていないか。 
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10.2 UNILINE側 

まず次のことを確認してください。 

(1) すべての機器のPOWERﾗﾝﾌﾟが点灯していること。 

(2) すべての機器のSENDﾗﾝﾌﾟが点滅していること。 

(3) 各機器の電源電圧が21.6～27.6Vの範囲にあること。 

(4) 配線、接続が確実であること。 

(5) ｱﾄﾞﾚｽ設定が正確であること、重複していないこと。 

 

 以下の症状別ﾁｪｯｸﾘｽﾄを点検後、不具合を修正し本製品を再起動してください。 

 

症状別ﾁｪｯｸﾘｽﾄ 

症状 ﾁｪｯｸ項目 

 E t h e r n e t 側 

ﾃﾞｰﾀの入出力がで IPｱﾄﾞﾚｽが正しく設定されているか 

きない UNILINE伝送線の接続が正しいか 

  

  

 ﾀｰﾐﾅﾙ側 

 伝送速度設定は正しいか 

ﾀｰﾐﾅﾙに電源が供給されているか 

 ﾀｰﾐﾅﾙのｱﾄﾞﾚｽは正しく設定されているか 

 INPUTﾀｰﾐﾅﾙとOUTPUTﾀｰﾐﾅﾙが同じｱﾄﾞﾚｽに設定されていないか 

ERR LED(赤)が点灯 D、Gﾗｲﾝが断線していないか 

 ｻｲｼﾞﾝｸﾞを正しくおこなったか 

 端子台のﾋﾞｽがゆるんでいないか 

ERR LED(赤 )がゆっ

くり点滅 

D、Gﾗｲﾝが短絡していないか 

 

ERR LED(赤 )が速く

点滅 

本製品に供給しているDC24V電源の電圧が正常か 

Dと24Vが接触していないか 

ERR、SET、SYNC LED 

が点灯 

Dﾗｲﾝが低ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽの物体と接触していないか 

ｱﾄﾞﾚｽ256以上の入力がないか 
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